
○ 情報と情報技術を活用して問題を発見し主体的、協働的に制作や討論等を行うことを通して解決策を考える。
○ 問題解決の過程において、生徒が主体的、探究的に学ぶ場面を設定して学習評価を行う。

【知・技】 データを表現、蓄積するための表し方と、データの収集、整理、分析をする方法について理解し技能を身に付けている。
【思・判・表】 データの収集、整理、分析及び結果の表現の方法を適切に選択、実行、評価し改善することができる。
【主】 データを粘り強く多面的に精査し、データに含まれる傾向を自己調整しながら見いだそうとしている。

評価規準

学習指導と学習評価の工夫・改善点の概要
【北海道札幌北高等学校・北海道帯広緑陽高等学校】

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動の充実

①データの統計的分析
（２時間）

②データの収集、問題の発見
（１時間）

④解決方策の検討
（３時間）

①生徒が表計算ソフトやプログラミングを選択して、データから基本的な統計量を求め、
度数分布表やグラフを作成する。クラウドサービスのアンケート機能により、クラスの 
生徒のスマートフォンの利用状況を調査する。

②クラスの生徒のスマートフォンの利用状況を集計し、その結果を基に、多変量解析
の手法を用いて、高校生がスマートフォン等を長時間利用する原因について仮説を
立て、検証する。

④個々に考察した解決方策を提案し、グループで共有、協議し、 シンキングツールを
活用するなどして、スライドにまとめる。

主な学習活動

問題の解決

問題の発見

③解決方策の提案
（家庭学習等） ③クラウド上のワークシートを活用して、仮説の検証  

過程を基に、提案する解決方策を見いだす。

次時の授業において、より学習が
深まるように、家庭等においてクラ
ウドを活用しながら、あらかじめ、
解決の方策を考える学習場面を
設定する。

【 「情報Ⅰ」 データの活用、仮説検証（スマートフォンの利用状況調査）】①



設定した問題

高校生がスマートフォン等を長時間利用する原因は何か

学習活動

データの代表値や分布、ばらつきの把握方法等

の学習した内容を確認する。

多変量解析の意味を理解し、質的データの項目

同士の関係を調べるためクロス集計を行い、そ

の傾向を調べる。

量的データの項目同士の関係を調べる方法とし

て相関係数を求め、関係の強さを調べる。

学習の過程を振り返り、ワークシートを完成させ
る。（クラウドに提出）

（３時間目／６時間中）

データ項目が量的データか質的データか
を判断し、適切な分析方法を選択する。
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クラウドサービスを活用した仮説検証の過程（例）

クラウドサービスを活用することで、学校においても
家庭等においても、学びを継続することができる。

前時で実施したオンラインアンケ
ートの結果を本時で活用する。 結果を基に仮説を設定

オンラインアンケートでデータを収集

アンケートの集計結果

高校生のスマートフォンの利用時間がどのようなア
プリと関係性が強いかについて仮説の検証過程を
まとめる。

高校生のスマートフォンの利用時間がどのようなアプリと関
係性が強いかについて個々に仮説を立て、検証する。

次時の授業までに、家庭等において、クラウドを
活用しながら提案する解決方策を考えてくる。

問題の発見 問題の解決

問題の発見

表現の方法を適切に選択、
実行、評価して改善

データに含まれる傾向
を見いだし、仮説を検証

【 「情報Ⅰ」 データの活用、仮説検証（スマートフォンの利用状況調査）】➁



情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解
決を行う学習活動の充実を図る、単元「データの活用」における事例である。
学習指導と学習評価の工夫については、「情報と情報技術を活用して問題を発見し
主体的、協働的に制作や討論等を行うことを通して解決策を考える。」「問題解決の過
程において、生徒が主体的、探究的に学ぶ場面を設定し学習評価を行う。」となってい
る。
データから基本的な統計量を求める際に、生徒が表計算ソフトやプログラミングを選択
できるようにして個別最適な学習の視点を入れたり、クラウドサービスのアンケート機能に
よりデータを収集する際には、生徒にとって身近な話題を扱うことで、データを活用する動
機付けにしたりするなどの工夫がなされている。
次時の授業に向けて、クラウドを活用して家庭学習することを単元に位置付けるなど、
生徒が、主体的に学ぶ仕組みを作っている。また、３時間目の授業では、生徒個々に
仮説を立て、検証する過程を通して探究的な学びを意識した授業展開となっている。

北海道

本事例のポイント解説
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